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2013 年 8月 9 日 

9 月 27 日追記訂正 

踏査会 「信長の城を探索シリーズ」  

第 1回目 「岐阜城を訪ねる」 

追記訂正箇所は下記です。 

・踏査後の懇親会は名古屋に戻り、金山総合駅２階の「嘉文金山店」（052-683-7888）です。 

15:00 頃から 

・ロープウェーで行かれる場合は金華山山頂岐阜城の広場に 11:30～12:00 の集合です。 

 （山頂岐阜城広場にて。西川様 090-5122-9484、または北川 090-6462-2862 へ連絡してください。） 

 

 信長公・道三公ゆかりの城（岐阜城の観光パンフレットより） 

岐阜城は、かつて稲葉山城と称していました。金華山頂にはじめて砦を築いたのは、鎌倉幕府の執

事二階堂山城守行政と伝えられています。戦国時代には、斎藤道三の居城でもあったところです。特

に岐阜城の名を天下に示したのは、永禄十年（1567 年）（一説に永禄七年）八月、不出世の英傑織田信

長がこの城を攻略し、この地方一帯を平定するとともに、地名も「井の口」を「岐阜」と改称し、天

下統一の本拠地としてからでした。しかし、慶長五年（1600 年）八月、関ヶ原合戦の前哨戦の際信長

の孫秀信が西軍に味方したため、東軍に攻め入られ、激戦の末に落城しました。翌慶長六年、岐阜城

は廃城となり天守閣、櫓等は加納城にうつされました。現在の城は、昭和三十一年七月、岐阜城再建

期成同盟によって、復興されたもので、鉄筋コンクリート造り、三層四階構造で延 461.77 ㎡、棟高 17.7

ｍです。場内は一階「武具の間」、二階「城主の間」、三階「信長公の間」となっており、最上階の「望

楼の間」は展望台として多くの人に親しまれています。 

 

１、開催月日   2013 年 10 月 26 日（土） 

 

２、出欠については、9 月 13 日（金）頃までに、メールにて連絡願います。 

  返信メール先は西川（会長）様です。メールアドレスは h.nishikawa@hb.tp1.jp 

                   携帯番号 090-5122-9484 

 

３、集合場所  ＪＲ岐阜駅改札口を出た所に 10:00 集合です。 

当日の連絡先は北川です。携帯 090-6462-2862 です。 

ＪＲ岐阜駅より、岐阜バスで岐阜公園歴史博物館前へは約 15 分くらいです。（200 円） 

      ＪＲ岐阜駅へは、ＪＲ名古屋駅より 特別快速、新快速で約 19 分です。 

      便利な電車 （名古屋駅～岐阜駅 450 円） 

ＪＲ金山駅   ⇒  ＪＲ名古屋駅  ⇒ ＪＲ尾張一宮駅  ⇒  ＪＲ岐阜駅 

        9:12   新快速    9:17        9:28          9:36 

        9:15 普通（各駅停車） 9:21        9:37          9:47 

これ→ 9:26   特別快速   9:32        9:43          9:51 
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４、スケジュール（岐阜公園からはすべて徒歩にて、金華山山頂（岐阜城）へ行きます。 

ロープウェーで行かれる方は山頂の岐阜城と岐阜城資料館の間の展望広場にて 11：30～12:00 の 

待ち合せとします。）ＪＲ岐阜駅バス乗り場⑫、⑬から岐阜バスに乗車してください。 

 

  岐阜公園 10:30 ⇒ 七曲りコース（大手道）、約 1 時間 ⇒ 金華山山頂（329ｍ、岐阜城・岐阜

城資料館 11:30～12:30、昼食（軽く）） ⇒ めい想の小道（水手道）、約 1 時間弱  ⇒   

岐阜公園 13:30～14:00 ⇒（バス）15 分 ＪＲ岐阜駅  新快速約 27 分 ⇒ ＪＲ金山駅  ⇒  

                    14:08   豊橋行き快速    14:35  

                    14:23   同 新快速     14:50 

                    14:38   同 快速      15:05  

懇親会は金山駅２階（名鉄側改札口）の「嘉文 金山店」です。（HP はメール本文の HP アドレス

によってください。）   

  

ロープエェーで行かれる方は、岐阜公園内の金華山ロープウェー山麓駅から山頂駅へ乗車して

ください。所要時間約３分、10 分間隔です。片道 600 円 往復 1,050 円です 

 

 徒歩の場合は歩きやすい靴（ｳｫｰｷﾝｸﾞｼｭｰｽﾞ、又はﾄﾚｯｷﾝｸﾞｼｭｰｽﾞ）が必要です。 

 金華山 HP →   http://gifu-nature.net/html/kinkazan_index.html 

            

５、主な見どころ 

 山頂には 岐阜城と岐阜城資料館があります。（共通で 200 円） 

 晩秋から早春の天気の良い日は、岐阜城（山頂）からはすばらしい展望が得られる。西から北、 

東へ、養老山系、伊吹山から奥美濃へ続く山並み（能郷白山等）、乗鞍岳、御嶽山、中央アルプス、 

恵那山までのパノラマが広がる。南は濃尾平野が一望です。 

 また、金華山は、江戸時代以降は天領として保護された山であり、明治以降は国有林として今日

にいたっている。北限にあたる照葉樹林の自生林として価値がある。年中緑がこんもりと茂るこの

山は、岐阜市民の憩いの山であり、早朝登山の愛好者でにぎわいを見せています。 

 麓の岐阜公園には岐阜市歴史博物館、名和昆虫博物館、信長の庭、信長居館跡等があります。 

（「岐阜県の山」山と渓谷社の金華山 より抜粋）  
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 金華山山頂の岐阜城 ↓ 

 

 

岐阜公園内の織田信長居館跡の発掘現場 ↓ 

 

 

ＪＲ岐阜駅北側広場（バス発着場）の織田信長像 ↓ 

 


